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(57)【要約】
【課題】画像処理装置、コンピュータプログラム及び画
像処理方法を提供する。
【解決手段】生体組織を撮像して得られる内視鏡画像に
基づき、生体組織における病変部を検出する検出部と、
病変部の観察画像を取得する画像取得部と、前記病変部
を含む領域を除いた内視鏡画像内の非病変部領域に対し
て、観察画像を重畳する重畳処理部と、重畳処理部によ
り前記観察画像が重畳された画像を出力する出力部とを
備える。
【選択図】図５



(2) JP 2019-118807 A 2019.7.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体組織を撮像して得られる内視鏡画像に基づき、前記生体組織における病変部を検出
する検出部と、
　前記病変部の観察画像を取得する画像取得部と、
　前記病変部を含む領域を除いた前記内視鏡画像内の非病変部領域に対して、前記観察画
像を重畳する重畳処理部と、
　該重畳処理部により前記観察画像が重畳された画像を出力する出力部と
　を備える画像処理装置。
【請求項２】
　重畳する画像の切替えに係る操作を受付ける受付部
　を備え、
　前記操作を受付けた場合、前記重畳処理部は、前記内視鏡画像を前記観察画像内の非病
変部領域に重畳する
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記重畳処理部は、
　前記内視鏡画像の寸法を変更することなく、前記内視鏡画像の非病変部領域に前記観察
画像を重畳する
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記重畳処理部は、
　前記観察画像を縮小して、前記内視鏡画像内の非病変部領域に重畳する
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記非病変部領域が設定寸法以上の寸法を有するか否かを判断する判断部
　を備え、
　前記判断部が否と判断した場合、前記出力部は、前記重畳処理部により重畳された画像
に代えて、前記観察画像を出力する
　請求項１から請求項４の何れか１つに記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記検出部が病変部を検出した場合、前記観察画像を重畳すべき指示を受付けることな
く、前記重畳処理部により重畳された画像を前記出力部から出力する
　請求項１から請求項５の何れか１つに記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記非病変部領域内の暗部領域を検出する暗部領域検出部
　を備え、
　前記重畳処理部は、前記暗部領域検出部により検出された暗部領域に前記観察画像を重
畳する
　請求項１から請求項６の何れか１つに記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記重畳処理部は、前記病変部を含む領域の対角領域又は隣接領域に前記観察画像を重
畳する
　請求項１から請求項７の何れか１つに記載の画像処理装置。
【請求項９】
　生体組織を撮像して得られる内視鏡画像に基づき、前記生体組織における病変部を検出
する検出部と、
　前記病変部の観察画像を取得する画像取得部と、
　前記内視鏡画像に現れる病変部の領域を除いた非病変部領域、及び前記内視鏡画像を表
示しない空き領域の少なくとも一方を含む領域に、前記観察画像を重畳する重畳処理部と
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　を備える画像処理装置。
【請求項１０】
　前記観察画像は、前記内視鏡画像の撮像に用いた照射光とは光学特性が異なる照射光を
照射して撮像された内視鏡画像、又は前記検出部により検出された病変部に対応する画像
領域に画像処理を施した内視鏡画像である
　請求項１から請求項９の何れか１つに記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　コンピュータに、
　生体組織を撮像して得られる内視鏡画像と、該内視鏡画像に基づき検出された病変部の
領域情報とを取得し、
　前記病変部の観察画像を取得し、
　前記病変部を含む領域を除いた前記内視鏡画像内の非病変部領域に対して、前記観察画
像を重畳し、
　前記観察画像が重畳された画像を出力する
　処理を実行させるためのコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　生体組織を撮像して得られる内視鏡画像と、該内視鏡画像に基づき検出された病変部の
領域情報とを取得し、
　前記病変部の観察画像を取得し、
　前記内視鏡画像に現れる病変部の領域を除いた非病変部領域、及び前記内視鏡画像を表
示しない空き領域の少なくとも一方を含む領域に、前記観察画像を重畳する
　処理を実行させるためのコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータが、
　生体組織を撮像して得られる内視鏡画像と、該内視鏡画像に基づき検出された病変部の
領域情報とを取得し、
　前記病変部の観察画像を取得し、
　前記病変部を含む領域を除いた前記内視鏡画像内の非病変部領域に対して、前記観察画
像を重畳し、
　前記観察画像が重畳された画像を出力する
　画像処理方法。
【請求項１４】
　コンピュータが、
　生体組織を撮像して得られる内視鏡画像と、該内視鏡画像に基づき検出された病変部の
領域情報とを取得し、
　前記病変部の観察画像を取得し、
　前記内視鏡画像に現れる病変部の領域を除いた非病変部領域、及び前記内視鏡画像を表
示しない空き領域の少なくとも一方を含む領域に、前記観察画像を重畳する
　画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置、コンピュータプログラム及び画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人の食道や腸などの管腔内を観察するための内視鏡システムが知られている。この種の
内視鏡システムは、電子スコープにより撮像された被写体の各画素の画素信号を処理する
内視鏡プロセッサを備えている。従来の内視鏡プロセッサでは、病変の発見を容易にする
ために、狭帯域の光（特殊光）を観察部位に照射して画像観察を行う狭帯域光観察と呼ば
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れる手法が用いられることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－８５１２２号公報
【特許文献２】特開２０１１－２５５００６号公報
【特許文献３】特開２０１４－１８３３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の内視鏡システムでは、通常光を照射して撮像された通常画像と、
特殊光を照射して撮像された特殊光画像とを併せてモニタ装置に表示する場合、２つの画
像がモニタ装置の表示領域に収まるように通常画像及び特殊光画像を縮小して表示する構
成であるため、視認性が低下するという問題点を有していた。
【０００５】
　本発明の目的は、視認性を低下させることなく２種類の画像を表示することができる画
像処理装置、コンピュータプログラム及び画像処理方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様に係る画像処理装置は、生体組織を撮像して得られる内視鏡画像に基づ
き、前記生体組織における病変部を検出する検出部と、前記病変部の観察画像を取得する
画像取得部と、前記病変部を含む領域を除いた前記内視鏡画像内の非病変部領域に対して
、前記観察画像を重畳する重畳処理部と、該重畳処理部により前記観察画像が重畳された
画像を出力する出力部とを備える。
【０００７】
　本発明の一態様に係る画像処理装置は、生体組織を撮像して得られる内視鏡画像に基づ
き、前記生体組織における病変部を検出する検出部と、前記病変部の観察画像を取得する
画像取得部と、前記内視鏡画像に現れる病変部の領域を除いた非病変部領域、及び前記内
視鏡画像を表示しない空き領域の少なくとも一方を含む領域に、前記観察画像を重畳する
重畳処理部とを備える。
【０００８】
　本発明の一態様に係るコンピュータプログラムは、コンピュータに、生体組織を撮像し
て得られる内視鏡画像と、該内視鏡画像に基づき検出された病変部の領域情報とを取得し
、前記病変部の観察画像を取得し、前記病変部を含む領域を除いた前記内視鏡画像内の非
病変部領域に対して、前記観察画像を重畳し、前記観察画像が重畳された画像を出力する
処理を実行させるためのコンピュータプログラムである。
【０００９】
　本発明の一態様に係るコンピュータプログラムは、コンピュータに、生体組織を撮像し
て得られる内視鏡画像と、該内視鏡画像に基づき検出された病変部の領域情報とを取得し
、前記病変部の観察画像を取得し、前記内視鏡画像に現れる病変部の領域を除いた非病変
部領域、及び前記内視鏡画像を表示しない空き領域の少なくとも一方を含む領域に、前記
観察画像を重畳する処理を実行させるためのコンピュータプログラムである。
【００１０】
　本発明の一態様に係る画像処理方法は、コンピュータが、生体組織を撮像して得られる
内視鏡画像と、該内視鏡画像に基づき検出された病変部の領域情報とを取得し、前記病変
部の観察画像を取得し、前記病変部を含む領域を除いた前記内視鏡画像内の非病変部領域
に対して、前記観察画像を重畳し、前記観察画像が重畳された画像を出力する。
【００１１】
　本発明の一態様に係る画像処理方法は、コンピュータが、生体組織を撮像して得られる
内視鏡画像と、該内視鏡画像に基づき検出された病変部の領域情報とを取得し、前記病変
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部の観察画像を取得し、前記内視鏡画像に現れる病変部の領域を除いた非病変部領域、及
び前記内視鏡画像を表示しない空き領域の少なくとも一方を含む領域に、前記観察画像を
重畳する。
【発明の効果】
【００１２】
　上記によれば、視認性を低下させることなく２種類の画像を表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施の形態１に係る電子内視鏡システムの内部構成を説明するブロック図である
。
【図２】画像処理回路の内部構成を説明するブロック図である。
【図３】実施の形態１における表示例を説明する説明図である。
【図４】実施の形態１における表示例を説明する説明図である。
【図５】実施の形態１に係る画像処理回路が実行する処理の手順を説明するフローチャー
トである。
【図６】実施の形態２における表示例を説明する説明図である。
【図７】実施の形態３における表示例を説明する説明図である。
【図８】実施の形態４における表示例を説明する説明図である。
【図９】実施の形態５における表示例を説明する説明図である。
【図１０】実施の形態６に係る画像処理回路が実行する処理の手順を説明するフローチャ
ートである。
【図１１】実施の形態７における表示例を説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて具体的に説明する。
（実施の形態１）
　図１は実施の形態１に係る電子内視鏡システムの内部構成を説明するブロック図である
。実施の形態１に係る電子内視鏡システムは、被写体を撮影するための電子スコープ１０
０、電子スコープ１００からの画像信号を処理して表示画像を生成するプロセッサ装置２
００、及びプロセッサ装置２００にて生成された表示画像を表示するモニタ装置３００を
備える。
【００１５】
　電子スコープ１００は、挿入部１１０及び操作部（ＳＷ）１２０を備える。挿入部１１
０は、可撓性を有するシース（外皮）によって外装された可撓管を備えており、可撓管の
先端には、硬質性を有する樹脂製筐体によって外装された先端部が連結されている。可撓
管と先端部との連結箇所にある湾曲部は、操作部１２０からの操作により上下左右に湾曲
するように構成されている。この湾曲機構は、一般的な電子スコープに組み込まれている
周知の機構であり、操作部１２０の操作に連動した操作ワイヤの牽引によって湾曲部が湾
曲するように構成されている。先端部の方向が上記操作による湾曲動作に応じて変わるこ
とにより、電子スコープ１００による撮影領域が移動する。
【００１６】
　操作部１２０は、電子スコープ１００の湾曲部を湾曲させるための湾曲操作ノブの他、
先端部からガスや液体を噴出させるための送気／送水ボタン、観察画像を動画表示又は静
止画表示に切り替えるためのフリーズボタン、モニタ装置３００に表示された観察画像の
拡大／縮小を指示するズームボタン、通常光と治療光との切り替えを行う切替ボタンなど
を備える。
【００１７】
　また、電子スコープ１００は、ドライバ回路１５０、対物光学系１５１、固体撮像素子
１５２、照明レンズ１６１、ライトガイド１６２などを備える。
【００１８】
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　対物光学系１５１及び固体撮像素子１５２は、電子スコープ１００の先端部に設けられ
た観察窓の内側に配置されている。対物光学系１５１は、対物レンズを含むレンズ群及び
プリズムから構成されている。固体撮像素子１５２は、対物光学系１５１によって撮像面
に結像された被写体の像を光電変換する。
【００１９】
　固体撮像素子１５２は、例えばＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor
）である。固体撮像素子１５２には、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、タイミング
ジェネレータ（ＴＧ）、アナログ信号処理回路（ＡＥＦ）などを備えるドライバ回路１５
０が接続されている。ドライバ回路１５０が備えるＣＰＵは、プロセッサ装置２００から
入力される制御信号に基づき、ＴＧを駆動する。ＴＧは、固体撮像素子１５２にクロック
信号を与える。固体撮像素子１５２は、ＴＧから入力されるクロック信号に応じて、ＲＧ
Ｂ各色の信号電荷を蓄積して所定のフィールド周期で撮像動作を行い、画像信号を出力す
る。
【００２０】
　固体撮像素子１５２から出力される画像信号はアナログ信号であり、ドライバ回路１５
０が備えるＡＥＦによってノイズ処理やゲイン補正処理が施される。ＡＥＦは、相関二重
サンプリング（ＣＤＳ）回路、自動ゲイン調節（ＡＧＣ）回路、Ａ／Ｄ変換器などを備え
る。ＣＤＳは、固体撮像素子１５２が出力する画像信号に対して相関二重サンプリング処
理を施し、固体撮像素子１５２を駆動することによって生じるノイズを除去する。ＡＧＣ
は、ＣＤＳによってノイズが除去された画像信号を増幅する。Ａ／Ｄ変換器は、ＡＧＣに
よって増幅された画像信号を、所定ビット数を有するデジタル形式の画像信号に変換する
。ドライバ回路１５０は、Ａ／Ｄ変換後の画像信号をプロセッサ装置２００へ出力する。
【００２１】
　なお、別の実施形態では、電子スコープ１００は、固体撮像素子１５２から出力される
アナログ形式の撮像信号をプロセッサ装置２００へ出力し、プロセッサ装置２００の内部
にてデジタル形式の撮像信号に変換してもよい。
【００２２】
　照明レンズ１６１は、電子スコープ１００の先端部に設けられた照明窓の内側に配置さ
れている。ライトガイド１６２は、例えば複数の石英製光ファイバによって構成されてお
り、挿入部１１０に沿って配されている。後述するプロセッサ装置２００から出力される
照明光は、ライトガイド１６２によって導光され、照明レンズ１６１によって拡散された
後、照明窓を介して被写体（生体組織）に照射される。
【００２３】
　プロセッサ装置２００は、システムコントローラ２０１、メモリ２０２、操作パネル２
０３、光源制御回路２１１、信号処理回路２２０、画像処理回路２３０、出力インタフェ
ース２４０などを備える。
【００２４】
　システムコントローラ２０１は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡ
Ｍ（Random Access Memory）などを備える。システムコントローラ２０１が備えるＣＰＵ
は、ＲＯＭ又はメモリ２０２に格納された制御プログラムをＲＡＭ上に展開して実行する
ことにより、装置全体を本発明に係る画像処理装置として機能させる。
【００２５】
　なお、システムコントローラ２０１は、上記の構成に限定されるものではなく、シング
ルコアＣＰＵ、マルチコアＣＰＵ、マイコン、揮発性又は不揮発性のメモリ等を含む１又
は複数の処理回路であればよい。また、システムコントローラ２０１は、現在時刻に係る
情報を出力するクロック、計測開始指示を与えてから計測終了指示を与えるまでの経過時
間を計測するタイマ、数をカウントするカウンタ等の機能を備えていてもよい。
【００２６】
　また、システムコントローラ２０１が実行する制御プログラムは、当該制御プログラム
を読み取り可能に記録した非一時的な記録媒体により提供されてもよい。記録媒体は、例
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えば、ＣＤ－ＲＯＭ、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリ、ＳＤ（Secure Digital）
カード、マイクロＳＤカード、コンパクトフラッシュ（登録商標）などの可搬型メモリで
ある。この場合、システムコントローラ２０１は、不図示の読取装置を用いて記録媒体か
ら各種プログラムを読み取り、読み取った制御プログラムをメモリ２０２にインストール
してもよい。更に、プロセッサ装置２００が外部装置と通信する通信部を備える場合、シ
ステムコントローラ２０１が実行する制御プログラムは、通信部を介した通信により提供
されてもよい。この場合、システムコントローラ２０１は、通信部を通じて制御プログラ
ムを取得し、取得した制御プログラムをメモリ２０２にインストールしてもよい。
【００２７】
　メモリ２０２は、例えば、ＥＰＲＯＭ（Erasable Programmable Read Only Memory）な
どの不揮発性メモリ、若しくはハードディスクを備えた記録装置により構成されており、
プロセッサ装置２００内で生成されたデータ、及び外部から入力されたデータ等を記憶す
る。別の実施形態では、メモリ２０２は、ＵＳＢメモリ、ＳＤカード等の可搬型の記録媒
体であり、プロセッサ装置２００に対して着脱可能であってもよい。
【００２８】
　操作パネル２０３は、プロセッサ装置２００の筐体に設けられた各種スイッチやボタン
などを含む操作パネル、プロセッサ装置２００に接続されたマウス及びキーボードなどの
入力デバイスである。操作パネル２０３は、操作者の操作に応じた操作信号をシステムコ
ントローラ２０１へ出力する。システムコントローラ２０１は、操作パネル２０３から出
力された操作信号、及び電子スコープ１００が備える操作部１２０から出力された操作信
号に応じて、プロセッサ装置２００の各部を動作させる。
【００２９】
　光源制御回路２１１は、システムコントローラ２０１からの制御により、光源２１２及
びモータ２１３の駆動を制御するため制御回路である。光源２１２は、キセノンランプ、
ハロゲンランプ、メタルハイドランプ、若しくはＬＥＤ（Light Emitting Diode）等の高
輝度ランプであり、可視光領域から赤外光領域に広がるスペクトルを有する光を出射する
。光源２１２から出射された光は、集光レンズ２１４によって集光されると共に、フィル
タを備えた回転式のターレット２１５を介して適宜の光学特性を有する光に変換される。
【００３０】
　ターレット２１５は、例えば円周方向に交互に配置した特殊光用フィルタ及び通常光（
白色光）用フィルタを備える。これらの光学フィルタは、例えば扇形状をなし、内視鏡画
像を取得するフィールド周期（又はフレーム周期）に応じた角度ピッチで配置される。タ
ーレット２１５には、アームやギヤなどの伝達機構（不図示）を介してモータ２１３が接
続されている。モータ２１３は、例えばＤＣモータであり、光源制御回路２１１の制御下
で駆動することにより、ターレット２１５を回転させ、出射する光に対して適用すべきフ
ィルタを順次切り替える。以下の説明において、通常光を照射して撮像された内視鏡画像
を通常画像と称し、特殊光を照射して撮像された内視鏡画像を特殊光画像と称する。また
、特殊光を照射して撮像された内視鏡画像は、主として病変部を観察するために用いられ
る画像であるため、観察画像とも記載する。
【００３１】
　信号処理回路２２０は、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）などの処理回路である。
信号処理回路２２０は、電子スコープ１００から入力される撮像信号に対して、色分離、
色補間、ゲイン補正、ホワイトバランス調整、ガンマ補正等の各種信号処理を施し、後段
の画像処理回路２３０へ出力する。
【００３２】
　画像処理回路２３０は、フィールド単位（若しくはフレーム単位）で画像信号を保持す
る画像メモリ、ＤＩＰ（Digital Image Processor）等を備えた処理回路である。画像処
理回路２３０は、信号処理回路２２０から入力された画像信号に基づき、出力インタフェ
ース２４０へ出力すべき画像データを生成する。なお、画像処理回路２３０が実行する処
理については後に詳述することとする。
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【００３３】
　本実施の形態では、画像処理回路２３０の前段で信号処理を実行する構成としたが、信
号処理回路２２０が実行する信号処理と、画像処理回路２３０が実行する画像処理とを１
つの処理回路内で実行する構成としてもよい。また、画像処理回路２３０は、生成した画
像データの各画素の平均輝度等を算出し、光源２１２の自動制御に必要な制御データを生
成してもよい。画像処理回路２３０で生成された光源２１２の制御データはシステムコン
トローラ２０１へ出力される。
【００３４】
　出力インタフェース２４０は、ビデオプロセッサ等の処理回路を備える。出力インタフ
ェース２４０は、画像処理回路２３０から入力される画像データに基づき、ＮＴＳＣ（Na
tional Television System Committee）やＰＡＬ（Phase Alternating Line）などの所定
の規格に準拠した映像信号を生成する。出力インタフェース２４０は、生成した映像信号
をモニタ装置３００へ順次出力することにより、モニタ装置３００の表示画面に被写体の
映像を表示させる。
【００３５】
　また、出力インタフェース２４０は、画像処理回路２３０から入力される画像信号から
所定の圧縮方式で圧縮した静止画データ又は動画データを生成し、生成した静止画データ
又は動画データをメモリ２０２に記憶させる構成としてもよい。
【００３６】
　また、プロセッサ装置２００は、通信部を備えていてもよい。プロセッサ装置２００は
、通信部に接続された外部装置から、患者の電子カルテ情報や術者の情報などの内視鏡検
査に関する情報を取得し、操作パネル２０３又はモニタ装置３００に表示してもよい。ま
た、プロセッサ装置２００は、内視鏡画像データ、画像解析結果、術者の所見などの内視
鏡検査結果に関する情報を外部装置へ送信し、これらの情報を外部装置に蓄積させてもよ
い。
【００３７】
　図２は画像処理回路２３０の内部構成を説明するブロック図である。画像処理回路２３
０は、通常画像に係る画像信号を保持する通常画像記憶部２３１、特殊光画像（観察画像
）に係る画像信号を保持する特殊光画像記憶部２３２、通常画像から病変部を検出する検
出部２３３、及び検出部２３３による検出結果に応じた画像処理を行う画像処理部２３４
を備える。
【００３８】
　通常画像用の通常画像記憶部２３１には、通常光を被写体に照射したときに得られるフ
ィールド単位（若しくはフレーム単位）の画像信号が信号処理回路２２０を通じて入力さ
れる。通常画像記憶部２３１は、入力された画像信号に基づく通常画像を一時的に保持す
る。また、特殊光画像用の特殊光画像記憶部２３２には、特殊光を被写体に照射したとき
に得られるフィールド単位（若しくはフレーム単位）の画像信号が信号処理回路２２０を
通じて入力される。特殊光画像記憶部２３２は、入力された画像信号に基づく特殊光画像
を一時的に保持する。
【００３９】
　検出部２３３は、通常画像記憶部２３１に保持した通常画像に基づき、撮像した生体組
織における病変部の有無を検出する。なお、検出部２３３が検出する病変部は、病変とし
て確定される部位である必要はなく、病変の可能性がある部位を含んでもよい。また、検
出部２３３は、特殊光画像に基づき、病変部の有無を検出する構成としてもよい。
【００４０】
　検出部２３３は、公知の検出手法を用いて、病変部を検出することが可能である。例え
ば、特許第６１２５７４０号明細書で開示されているように、３つ以上の色成分のうち少
なくとも２つ色成分によって定義される色平面内において、色平面内に設定された基準点
と各画素の対応点とを結ぶ線分、及び対象疾患に相関を有する基準軸がなす角度に基づい
て、各画素の対応疾患に関する評価結果を求めることにより、病変部の有無を検出しても
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よい。
【００４１】
　また、検出部２３３は、強化学習を含む機械学習のフレームワークを利用して、病変部
を検出する構成としてもよい。例えば、病変部を持たない正常な生体組織の複数の画像か
ら所定の特徴量（例えば高次局所自己相関に基づく特徴量）を抽出し、特徴空間において
正常な生体組織の画像を示す部分空間を学習により求めておき、新たな画像を取得した場
合、学習により得られた部分空間に属するか否かを判断することによって、病変部を検出
する構成としてもよい。また、検出部２３３は、機械学習の実行するためにＧＰＵ（Grap
hics Processing Unit）を備えていてもよい。
【００４２】
　検出部２３３は、病変部を検出した場合、通常画像内において病変部が含まれる領域を
特定する処理を行う。検出部２３３は、病変部の有無の情報と、病変部を検出した場合に
特定した病変部の領域の情報とを検出結果として画像処理部２３４へ出力する。
【００４３】
　画像処理部２３４は、検出部２３３の検出結果に応じて、出力インタフェース２４０へ
出力する画像データを生成する。例えば、検出部２３３にて病変部が検出されていない場
合、画像処理部２３４は、通常画像記憶部２３１から通常画像に係る画像信号を読み出し
、読み出した画像信号に基づき、通常画像を表示するための画像データを生成する。
【００４４】
　また、検出部２３３にて病変部が検出され、通常画像において特殊光画像を重畳するス
ペース（以下、重畳スペースという）が確保できる場合、画像処理部２３４は、通常画像
記憶部２３１及び特殊光画像記憶部２３２からそれぞれ通常画像及び特殊光画像に係る画
像信号を読み出し、通常画像の病変部が存在しない領域（非病変部領域）に特殊光画像を
重畳した画像データを生成する。
【００４５】
　一方、検出部２３３にて病変部が検出され、通常画像において特殊光画像の重畳スペー
スを確保できない場合、画像処理部２３４は、特殊光画像記憶部２３２から特殊光画像に
係る画像信号を読み出し、読み出した画像信号に基づき、特殊光画像を表示するための画
像データを生成する。
【００４６】
　なお、本実施の形態では、検出部２３３及び画像処理部２３４を個別の処理回路として
記載したが、検出部２３３及び画像処理部２３４が一体の処理回路であってもよい。
【００４７】
　以下、モニタ装置３００にて表示される画像を例に取り、画像処理回路２３０において
実行される処理内容について説明する。
　図３及び図４は実施の形態１における表示例を説明する説明図である。モニタ装置３０
０に表示される内視鏡画像は、図３及び図４に示すように、適宜の幅及び高さを有する矩
形状の領域を有する画像である。図３及び図４において、通常光が照射されている領域は
白色の円形領域により示され、特殊光が照射されている領域は灰色の円形領域により示さ
れている。また、通常光又は特殊光が照射されていない領域は、円形領域の外側のハッチ
ングを付した領域として示されている。
【００４８】
　図３Ａは病変部が存在しない通常画像を示している。検出部２３３は、画像処理回路２
３０に通常画像に係る画像信号が入力される都度、病変部の有無を検出する。検出部２３
３にて病変部が検出されない場合、画像処理部２３４は、通常画像記憶部２３１から読み
出した画像信号に基づき画像データを生成し、生成した画像データを出力インタフェース
２４０へ出力することにより、モニタ装置３００に通常画像を表示させる。
【００４９】
　図３Ｂは病変部が検出された通常画像を示している。図３Ｂでは、通常光が照射されて
いる円形領域の左上部分（ハッチングで示す部分）に病変部が現れていることを示してい
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る。検出部２３３は、病変部を検出した場合、通常画像内に病変部が存在する領域を特定
する。
【００５０】
　図３Ｃは病変部を含む領域の抽出例を示している。なお、図３Ｃに示す画像は、領域の
抽出手法を説明のための画像であり、モニタ装置３００にて表示される必要はない。検出
部２３３は、全画像領域を幅方向及び高さ方向にそれぞれ適宜の分割数（例えば８分割）
で分割し、各分割領域に病変に対応する画像が含まれているか否かを判断することにより
、病変部を含む領域を特定することができる。図３Ｃの例では、簡略化のため、画像の左
上隅に連なる領域（太線で示す領域）を、病変部を含む領域として抽出したことを示して
いる。
【００５１】
　画像処理部２３４は、検出部２３３による検出結果に基づき、通常画像内に特殊光画像
の重畳スペースを確保できるか否かを判断する。例えば、全画像領域の幅をＷ、高さをＨ
、病変部を含む領域の幅をａ、高さをｂとした場合、画像処理部２３４は、幅の差分Ｗ－
ａと、高さの差分Ｈ－ｂとを算出し、それぞれについて予め設定されている閾値Ｗｔｈ，
Ｈｔｈとの大小関係を調べ、Ｗ－ａ≧ＷｔｈかつＨ－ｂ≧Ｈｔｈの条件を満たす場合、重
畳スペースを確保することが可能であると判断する。
【００５２】
　画像処理部２３４は、重畳スペースを確保することが可能であると判断した場合、通常
画像の病変部が検出されていない領域（すなわち、図３Ｃの太線で囲まれる領域を除いた
非病変部領域）に特殊光画像を重畳した画像データを生成して出力する。
【００５３】
　図４Ａは通常画像に対して特殊光画像を重畳した画像を示している。本実施の形態では
、非病変部領域に確保したスペースに収まるように特殊光画像を重畳する構成としている
。なお、特殊光画像の全体を重畳する必要はなく、注目部分（すなわち、病変部を含む領
域）のみを部分的に重畳する構成であってもよい。
【００５４】
　図４Ａの例では、通常画像にて病変部が検出された領域の右下の対角領域に特殊光画像
を重畳した構成を示したが、病変部が検出される位置によっては、右上、左下、左上の対
角領域に特殊光画像を重畳してもよく、左側、右側、上側、下側の隣接領域に特殊光画像
を重畳してもよい。
【００５５】
　本実施の形態では、検出部２３３によって病変部が検出された場合、術者等の指示を受
付けることなく、図４Ａに示すような、通常画像に対して特殊光画像を重畳した画像を生
成し、生成した画像をモニタ装置３００に表示させてもよい。
【００５６】
　また、電子スコープ１００が備えるＳＷ１２０、又はプロセッサ装置２００が備える操
作パネル２０３を通じて、重畳する画像の切替えを指示する術者等の操作を受付けた場合
、通常画像と特殊光画像とを入れ替え、特殊光画像の非病変部領域に通常画像を重畳して
もよい。この場合、画像処理部２３４は、特殊光画像記憶部２３２から読み出した画像信
号に基づき生成される特殊光画像に対し、非病変部領域に確保したスペースに収まるよう
に通常画像を重畳すればよい。図４Ｂは特殊光画像に対して通常画像を重畳した画像を示
している。
【００５７】
　更に、図４Ｂに示す表示状態において、電子スコープ１００が備えるＳＷ１２０、又は
プロセッサ装置２００が備える操作パネル２０３を通じて、重畳表示の停止を指示する術
者等の操作を受付けた場合、画像処理部２３４は、特殊光画像に通常画像を重畳すること
なく、特殊光画像のみをモニタ装置３００に表示させてもよい。図４Ｃは、特殊光画像に
対して通常画像を重畳した画像を表示している場合に、重畳表示の停止を指示する操作を
受付け、特殊光画像のみを表示した状態を示している。同様に、図４Ａに示す表示状態に
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おいて、重畳表示の停止を指示する術者等の操作を受付けた場合、画像処理部２３４は、
通常画像に特殊光画像を重畳することなく、通常画像のみをモニタ装置３００に表示させ
てもよい。
【００５８】
　以下、画像処理回路２３０の動作を説明する。
　図５は実施の形態１に係る画像処理回路２３０が実行する処理の手順を説明するフロー
チャートである。画像処理回路２３０は、例えば信号処理回路２２０にて処理された画像
信号が入力される都度、以下の処理を実行する。画像処理回路２３０の検出部２３３は、
通常画像記憶部２３１に書き込まれた画像信号に基づき、通常画像を読み込み（ステップ
Ｓ１０１）、病変部検出処理を実行する（ステップＳ１０２）。病変部検出処理では、例
えば特許第６１２５７４０号明細書で開示されているような公知の検出手法を用いて、病
変部を検出することが可能である。
【００５９】
　検出部２３３は病変部を検出したか否かを判断する（ステップＳ１０３）。病変部を検
出していないと判断した場合（Ｓ１０３：ＮＯ）、検出部２３３は、その旨の検出結果を
画像処理部２３４へ出力する。この場合、画像処理部２３４は、通常画像記憶部２３１か
ら読み出した画像信号に基づき画像データを生成し、出力インタフェース２４０へ出力す
ることにより、モニタ装置３００に通常画像を表示させて本フローチャートによる処理を
終了する。
【００６０】
　病変部を検出したと判断した場合（Ｓ１０３：ＹＥＳ）、検出部２３３は、病変部を含
む領域を特定する（ステップＳ１０４）。例えば、検出部２３３は、全画像領域を幅方向
及び高さ方向にそれぞれ適宜の分割数（例えば８分割）で分割し、各分割領域に病変に対
応する画像が含まれているか否かを判断することにより、病変部を含む領域を特定するこ
とができる。検出部２３３は、病変部を検出した旨の情報と、特定した領域の情報とを含
む検出結果を画像処理部２３４へ出力する。
【００６１】
　画像処理部２３４は、検出部２３３から出力される検出結果に基づき、通常画像の非病
変部領域に特殊光画像の重畳スペースを確保できるか否かを判断する（ステップＳ１０５
）。例えば、通常画像の全画像領域の幅をＷ、高さをＨ、病変部を含む領域の幅をａ、高
さをｂとした場合、画像処理部２３４は、幅の差分Ｗ－ａと、高さの差分Ｈ－ｂとを算出
し、それぞれについて予め設定されている閾値Ｗｔｈ，Ｈｔｈとの大小関係を調べ、Ｗ－
ａ≧ＷｔｈかつＨ－ｂ≧Ｈｔｈの条件を満たす場合、重畳スペースを確保することが可能
であると判断する。
【００６２】
　重畳スペースを確保できると判断した場合（Ｓ１０５：ＹＥＳ）、画像処理部２３４は
、特殊光画像の重畳サイズを算出する（ステップＳ１０６）。画像処理部２３４は、例え
ば、幅の差分Ｗ－ａと、高さの差分Ｈ－ｂとを算出することにより、重畳サイズを算出す
ることができる。また、検出部２３３は、通常画像と同じアスペクト比を有し、非病変部
領域に収まる最大の大きさを重畳サイズとして算出してもよい。
【００６３】
　次いで、画像処理部２３４は、重畳位置を算出する（ステップＳ１０７）。このとき、
画像処理部２３４は、病変部を含む領域の対角領域又は隣接領域となるように、特殊光画
像の重畳位置を算出する。
【００６４】
　次いで、画像処理部２３４は、通常画像の病変部が検出されていない領域（非病変部領
域）に対して、特殊光画像を重畳した画像データを生成する（ステップＳ１０８）。この
とき、画像処理部２３４は、算出した重畳サイズに収まるように、特殊光画像の全体若し
くは一部を重畳した画像データを生成する。
【００６５】
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　次いで、画像処理部２３４は、通常画像の非病変部領域に特殊光画像を重畳して得られ
る画像データ（重畳画像）を出力インタフェース２４０へ出力する（ステップＳ１０９）
。画像処理部２３４から出力された重畳画像は、出力インタフェース２４０を通じてモニ
タ装置３００へ出力され、モニタ装置３００にて表示される。
【００６６】
　一方、重畳スペースを確保できないと判断した場合（Ｓ１０５：ＮＯ）、画像処理部２
３４は、特殊光画像記憶部２３２から読み出した画像信号に基づき画像データを生成し、
生成した画像データ（特殊光画像）を出力インタフェース２４０へ出力することにより、
モニタ装置３００における表示画像を通常画像から特殊光画像に切り替える（ステップＳ
１１０）。画像処理部２３４から出力された特殊光画像は、出力インタフェース２４０を
通じてモニタ装置３００へ出力され、モニタ装置３００にて表示される。
【００６７】
　以上のように、本実施の形態では、病変部が検出された場合、通常画像のサイズを変更
することなく、通常画像内の非病変部領域に特殊光画像を重畳する構成であるため、通常
画像及び特殊光画像の双方を同じ画面内に表示する場合であっても、画質を維持すること
が可能となり、視認性の低下が避けられる。
【００６８】
（実施の形態２）
　実施の形態２では、特殊光画像を縮小して重畳する構成について説明する。
【００６９】
　図６は実施の形態２における表示例を説明する説明図である。モニタ装置３００に表示
される内視鏡画像は、適宜の幅及び高さを有する矩形状の領域を有する画像である。図６
において、通常光が照射されている領域は白色の円形領域により示され、特殊光が照射さ
れている領域は灰色の円形領域により示されている。また、通常光又は特殊光が照射され
ていない領域は、円形領域の外側のハッチングを付した領域として示されている。
【００７０】
　通常画像に基づき病変部が検出された場合、画像処理部２３４は、通常画像において病
変部が検出されていない領域（非病変部領域）に対し、特殊光画像を重畳する。このとき
、画像処理部２３４は、特殊光が照射されている円形領域の全体が重畳スペースに収まる
ように特殊光画像に対するスケーリング処理を行った上で、通常画像に重畳する。重畳し
た結果を図６Ａに示す。
【００７１】
　また、実施の形態１と同様に、重畳する画像の切替えを指示する術者等の操作を受付け
た場合、通常画像と特殊光画像とを入れ替え、特殊光画像の非病変部領域に通常画像を重
畳してもよい。この場合、画像処理部２３４は、通常光が照射されている円形領域の全体
が重畳スペースに収まるように通常画像に対するスケーリング処理を行った上で、特殊光
画像に重畳する。重畳した結果を図６Ｂに示す。
【００７２】
　以上のように、本実施の形態では、病変部が検出された場合、通常画像のサイズを変更
することなく、特殊光が照射されている円形領域の全体が重畳スペースに収まるようにス
ケーリング処理を行った上で特殊光画像を重畳する構成であるため、通常画像及び特殊光
画像の双方を同じ画面内に表示する場合であっても、画質を維持することが可能となり、
視認性の低下が避けられる。
【００７３】
（実施の形態３）
　実施の形態３では、特殊光画像を拡大して重畳する構成について説明する。
【００７４】
　図７は実施の形態３における表示例を説明する説明図である。モニタ装置３００に表示
される内視鏡画像は、適宜の幅及び高さを有する矩形状の領域を有する画像である。図７
において、通常光が照射されている領域は白色の円形領域により示され、特殊光が照射さ
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れている領域は灰色の円形領域により示されている。また、通常光又は特殊光が照射され
ていない領域は、円形領域の外側のハッチングを付した領域として示されている。
【００７５】
　通常画像に基づき病変部が検出された場合、画像処理部２３４は、通常画像において病
変部が検出されていない領域（非病変部領域）に対し、特殊光画像を重畳する。このとき
、画像処理部２３４は、重畳スペースに収まる範囲で病変部の画像を拡大した上で、特殊
光画像を通常画像に重畳する。重畳した結果を図７Ａに示す。
【００７６】
　また、実施の形態１と同様に、重畳する画像の切替えを指示する術者等の操作を受付け
た場合、通常画像と特殊光画像とを入れ替え、特殊光画像の非病変部領域に通常画像を重
畳してもよい。この場合、画像処理部２３４は、重畳スペースに収まる範囲で病変部の画
像を拡大した上で、通常画像を特殊光画像に重畳する。重畳した結果を図７Ｂに示す。
【００７７】
　以上のように、本実施の形態では、病変部が検出された場合、通常画像のサイズを変更
することなく、病変部の画像を拡大した上で特殊光画像を通常画像に重畳する構成である
ため、通常画像及び特殊光画像の双方を同じ画面内に表示する場合であっても、画質を維
持することが可能となり、視認性の低下が避けられる。
【００７８】
（実施の形態４）
　実施の形態４では、通常画像に暗部領域が検出された場合の表示例について説明する。
【００７９】
　図８は実施の形態４における表示例を説明する説明図である。モニタ装置３００に表示
される内視鏡画像は、適宜の幅及び高さを有する矩形状の領域を有する画像である。図８
において、通常光が照射されている領域は白色の円形領域により示され、特殊光が照射さ
れている領域は灰色の円形領域により示されている。また、通常光又は特殊光が照射され
ていない領域は、円形領域の外側のハッチングを付した領域（暗部領域）として示されて
いる。
【００８０】
　電子内視鏡システムでは、通常光を照射して生体組織の撮像を行うが、照射光の照射角
度や生体組織の構造によっては、照射光が十分に当たらない暗部領域が生じる可能性があ
る。図８Ａは、通常画像において病変部が検出され、病変部の下側に暗部領域が検出され
た画像を示している。なお、画像処理部２３４は、通常画像における各画素の階調値を閾
値と比較し、閾値以下の階調値を持つ画素が連続するような領域を求めることにより、暗
部領域を検出することができる。
【００８１】
　病変部と共に暗部領域が検出された場合、画像処理部２３４は、通常画像において病変
部が検出されていない領域（非病変部領域）のうち、暗部領域が検出された領域に特殊光
画像を重畳する。このとき、画像処理部２３４は、確保した重畳スペースに収まるように
特殊光画像を重畳すればよい。重畳した結果を図８Ｂに示す。また、画像処理部２３４は
、特殊光が照射されている円形領域の全体が重畳スペースに収まるように縮小して重畳し
てもよく、重畳スペースに収まる範囲で病変部の画像を拡大した上で、特殊光画像を通常
画像に重畳してもよい。
【００８２】
　また、実施の形態１と同様に、重畳する画像の切替えを指示する術者等の操作を受付け
た場合、通常画像と特殊光画像とを入れ替え、特殊光画像の非病変部領域に通常画像を重
畳してもよい。
【００８３】
　以上のように、本実施の形態では、病変部と共に暗部領域が検出された場合、特殊光画
像を通常画像内の暗部領域に重畳する構成であるため、特殊光画像の重畳に伴って観察不
能となる領域を少なくすることができる。
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【００８４】
（実施の形態５）
　実施の形態５では、通常画像において病変部が複数検出された場合の表示例について説
明する。
【００８５】
　図９は実施の形態５における表示例を説明する説明図である。モニタ装置３００に表示
される内視鏡画像は、適宜の幅及び高さを有する矩形状の領域を有する画像である。図９
において、通常光が照射されている領域は白色の円形領域により示され、特殊光が照射さ
れている領域は灰色の円形領域により示されている。
【００８６】
　通常画像に基づき複数の病変部が検出された場合、画像処理部２３４は、通常画像にお
いて病変部が検出されていない領域（非病変部領域）に対し、病変部毎に設けた重畳スペ
ースにそれぞれ特殊光画像を重畳する。図９Ａでは、通常光が照射されている円形領域の
左上部分と右下部分に病変部が検出された状態を示している。これに対し、図９Ｂに示す
表示例では、左上部分の病変部に対応する特殊光画像をその下側の隣接領域に重畳した状
態を示し、右下部分の病変部に対応する特殊光画像をその上側の隣接領域に重畳した状態
を示している。
【００８７】
　以上のように、本実施の形態では、複数の病変部が検出された場合、通常画像のサイズ
を変更することなく、各病変部に対応する特殊光画像を通常画像に重畳する構成であるた
め、通常画像及び特殊光画像の双方を同じ画面内に表示する場合であっても、画質を維持
することが可能となり、視認性の低下が避けられる。
【００８８】
（実施の形態６）
　実施の形態６では、検出した病変部を観察するための観察画像を画像処理部２３４にて
生成し、生成した観察画像を重畳する構成について説明する。
　なお、電子内視鏡システムの全体構成、及び画像処理回路２３０の内部構成は実施の形
態１と同様であるため、その説明を省略することとする。
【００８９】
　図１０は実施の形態６に係る画像処理回路２３０が実行する処理の手順を説明するフロ
ーチャートである。画像処理回路２３０は、例えば信号処理回路２２０にて処理された画
像信号が入力される都度、以下の処理を実行する。画像処理回路２３０の検出部２３３は
、通常画像記憶部２３１に書き込まれた画像信号に基づき、通常画像を読み込み（ステッ
プＳ２０１）、病変部検出処理を実行する（ステップＳ２０２）。病変部検出処理では、
例えば特許第６１２５７４０号明細書で開示されているような公知の検出手法を用いて、
病変部を検出することが可能である。
【００９０】
　検出部２３３は病変部を検出したか否かを判断する（ステップＳ２０３）。病変部を検
出していないと判断した場合（Ｓ２０３：ＮＯ）、検出部２３３は、その旨の検出結果を
画像処理部２３４へ出力する。この場合、画像処理部２３４は、通常画像記憶部２３１か
ら読み出した画像信号に基づき画像データを生成し、出力インタフェース２４０へ出力す
ることにより、モニタ装置３００に通常画像を表示させて本フローチャートによる処理を
終了する。
【００９１】
　病変部を検出したと判断した場合（Ｓ２０３：ＹＥＳ）、検出部２３３は、病変部を含
む領域を特定する（ステップＳ２０４）。例えば、検出部２３３は、全画像領域を幅方向
及び高さ方向にそれぞれ適宜の分割数（例えば８分割）で分割し、各分割領域に病変に対
応する画像が含まれているか否かを判断することにより、病変部を含む領域を特定するこ
とができる。検出部２３３は、病変部を検出した旨の情報と、特定した領域の情報とを含
む検出結果を画像処理部２３４へ出力する。
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【００９２】
　画像処理部２３４は、検出部２３３による検出結果に基づき、病変部の観察画像を生成
する（ステップＳ２０５）。例えば、画像処理部２３４は、通常画像を構成する各画素の
色相を変化させた観察画像を生成してもよく、検出部２３３により特定された病変部を含
む領域内の各画素の色相を変化させた観察画像を生成してもよい。
【００９３】
　次いで、画像処理部２３４は、検出部２３３から出力される検出結果に基づき、通常画
像の非病変部領域に観察画像の重畳スペースを確保できるか否かを判断する（ステップＳ
２０６）。例えば、通常画像の全画像領域の幅をＷ、高さをＨ、病変部を含む領域の幅を
ａ、高さをｂとした場合、画像処理部２３４は、幅の差分Ｗ－ａと、高さの差分Ｈ－ｂと
を算出し、それぞれについて予め設定されている閾値Ｗｔｈ，Ｈｔｈとの大小関係を調べ
、Ｗ－ａ≧ＷｔｈかつＨ－ｂ≧Ｈｔｈの条件を満たす場合、重畳スペースを確保すること
が可能であると判断する。
【００９４】
　重畳スペースを確保できると判断した場合（Ｓ２０６：ＹＥＳ）、画像処理部２３４は
、観察画像の重畳サイズを算出する（ステップＳ２０７）。画像処理部２３４は、例えば
、幅の差分Ｗ－ａと、高さの差分Ｈ－ｂとを算出することにより、重畳サイズを算出する
ことができる。また、検出部２３３は、通常画像と同じアスペクト比を有し、非病変部領
域に収まる最大の大きさを重畳サイズとして算出してもよい。
【００９５】
　次いで、画像処理部２３４は、重畳位置を算出する（ステップＳ２０８）。このとき、
画像処理部２３４は、病変部を含む領域の対角領域又は隣接領域となるように、観察画像
の重畳位置を算出する。
【００９６】
　次いで、画像処理部２３４は、通常画像の病変部が検出されていない領域（非病変部領
域）に対して、観察画像を重畳した画像データを生成する（ステップＳ２０９）。このと
き、画像処理部２３４は、算出した重畳サイズに収まるように、観察画像の全体若しくは
一部を重畳した画像データを生成する。
【００９７】
　次いで、画像処理部２３４は、通常画像の非病変部領域に観察画像を重畳して得られる
画像データ（重畳画像）を出力インタフェース２４０へ出力する（ステップＳ２１０）。
画像処理部２３４から出力された重畳画像は、出力インタフェース２４０を通じてモニタ
装置３００へ出力され、モニタ装置３００にて表示される。
【００９８】
　一方、重畳スペースを確保できないと判断した場合（Ｓ２０６：ＮＯ）、画像処理部２
３４は、内部で生成した画像データ（観察画像）を出力インタフェース２４０へ出力する
ことにより、モニタ装置３００における表示画像を通常画像から観察画像に切り替える（
ステップＳ２１１）。画像処理部２３４から出力された観察画像は、出力インタフェース
２４０を通じてモニタ装置３００へ出力され、モニタ装置３００にて表示される。
【００９９】
　以上のように、本実施の形態では、病変部が検出された場合、通常画像のサイズを変更
することなく、通常画像内の非病変部領域に観察画像を重畳する構成であるため、通常画
像及び観察画像の双方を同じ画面内に表示する場合であっても、画質を維持することが可
能となり、視認性の低下が避けられる。
【０１００】
（実施の形態７）
　実施の形態７では、モニタ装置３００の空きスペースを含む領域に特殊光画像を表示す
る構成について説明する。
【０１０１】
　図１１は実施の形態７における表示例を説明する説明図である。図１１Ａは、モニタ装
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置３００に通常画像を表示した状態を示している。ここで、モニタ装置３００の表示領域
は、幅Ｗ０、高さＨ０の寸法を有し、通常画像は、幅Ｗ（Ｗ＜Ｗ０）、高さＨ（Ｈ＜Ｈ０
）の寸法を有するものとする。すなわち、図１１Ａの例は、モニタ装置３００の表示領域
に、通常画像が表示されている領域と、通常画像が表示されていない空き領域とが存在し
ていることを示している。なお、図１１Ａにおいて、病変部が検出された領域は幅ａ、高
さｂの領域として示されている。
【０１０２】
　本実施の形態では、通常画像に重畳して特殊光画像を表示する場合、表示領域の空き領
域を利用する。具体的には、幅Ｗ０、高さＨ０の全表示領域のうち、病変部が検出された
幅ａ、高さｂの領域を除く領域に特殊光画像を重畳して表示する。図１１Ｂは、通常画像
に対して特殊光画像を重畳して表示した例を示している。画像処理部２３４は、通常画像
を出力インタフェース２４０からモニタ装置３００へ出力させ、表示領域内の適宜位置に
通常画像を表示させると共に、特殊光画像を出力インタフェース２４０からモニタ装置３
００へ出力させ、病変部が検出された幅ａ、高さｂの領域以外の領域（すなわち、通常画
像内の病変部を除く領域、及び／又は表示領域の空き領域）に重畳して表示させることに
より、図１１Ｂに示すように通常画像及び特殊画像を表示させる。なお、画像処理部２３
４は、通常画像に対して特殊光画像を図１１Ｂの如く重畳した１つの画像を生成し、出力
インタフェース２４０を通じてモニタ装置３００へ出力することによって、図１１Ｂに示
すような重畳表示を行ってもよい。
【０１０３】
　なお、図１１Ｂの例では、通常画像に対して特殊光画像を重畳して表示する構成とした
が、術者の操作によって、通常画像と特殊光画像との切り替え表示を行ってもよい。
【０１０４】
　また、実施の形態２と同様に、特殊光画像（又は通常画像）を縮小して重畳表示する構
成としてもよく、実施の形態３と同様に、通常画像（又は特殊光画像）を拡大して重畳表
示する構成としてもよい。
【０１０５】
　更に、実施の形態４と同様に、通常画像に暗部領域が検出された場合、暗部領域と特殊
光画像とが重なるように重畳表示を行ってもよい。
【０１０６】
　更に、実施の形態５と同様に、通常画像において複数の病変部が検出された場合、通常
画像及び空き領域に複数の特殊光画像を重畳して表示する構成としてもよい。
【０１０７】
　以上のように、本実施の形態では、病変部が検出された場合、モニタ装置３００の表示
領域における空き領域を有効活用して特殊光画像を重畳表示することができるので、特殊
光画像の重畳に伴って観察不能となる領域を少なくすることができる。
【０１０８】
　今回開示された実施の形態は、全ての点で例示であって、制限的なものではないと考え
られるべきである。本発明の範囲は、上述した意味ではなく、特許請求の範囲によって示
され、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内での全ての変更が含まれることが意図され
る。
【符号の説明】
【０１０９】
　１００　電子スコープ
　２００　プロセッサ装置（画像処理装置）
　２０１　システムコントローラ
　２０２　メモリ
　２０３　操作パネル（受付部）
　２１１　光源制御回路
　２１２　光源
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　２２０　信号処理回路
　２３０　画像処理回路
　２３１　通常画像記憶部
　２３２　特殊光画像記憶部（画像取得部）
　２３３　検出部（検出部）
　２３４　画像処理部（重畳処理部、判断部）
　２４０　出力インタフェース（出力部）
　３００　モニタ装置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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